
（別紙３）

～
令和8年2月28日

（対象者数） 41名 （回答者数） 36名

～ 令和8年2月9日

（対象者数） 14名 （回答者数） 14名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

マンネリ化にならないよう毎月、担当者を変え

情報収集をしたり、職員同士アドバイスをした

りと取り組んでいる。

2

小集団からはじめ、無理のない関りを大切にし

ながら取り組んでいる。

3

自己肯定感や自信の向上ができるよう取り組ん

でいる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

大人数での交流が苦手なご家族にも配慮しつ

つ、保護者・兄弟が交流できる場を増やしてい

く。

2

個別対応は継続しつつ、保護者が参加できる研

修会を開催できるように取り組んでいきたい。

3

参観ウイークを実践したい。また通信・ブログ

での情報発信を強化していきたい。

○事業所名 児童デイサービスすてっぷⅡ

○保護者評価実施期間 令和8年1月29日

○保護者評価有効回答数

令和8年1月29日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

行事や日々の様子は、そのたび伝えているが、

事業所の概要等の情報発信が足りていない。

情報発信は毎月発行の通信ブログの他、参観日

等計画するが実施までいかなかった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者・兄弟同士の交流の場が少ない。 親子で参加のイベントや、全利用児・者を対象

とした行事を増やせなかった。

保護者が参加できる研修会等の検討が必要であ

る。

保護者向けの研修会の開催が難しかった為、必

要に応じ個別面談等で対応を行った。

毎月計画をたて目的を明確にした活動および支

援を行っている。

行事・活動等は会議等で話し合い職員間で情報

共有をしている。

集団生活を通じて社会性・コミュニケーション

の向上ができるよう支援を行っている。

他児との関わり方や基本的ルールを学べるよう

にしている。

成功体験を大切に積み重ねていく支援を行って

いる。

一人ひとりの「できる」「できた」を積み重ね

自信に繋げている。

事業所における自己評価総括表公表


